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　今後の小中学校の適正規模・適正配置の在り方について、平成２５年３月に「佐野市立小中

学校適正配置等検討委員会」から佐野市教育委員会へ答申書が提出されました。

　教育委員会では、この答申書に沿って小中学校のより良い教育環境の整備を踏まえた、適正

配置などの基本計画を策定していく予定です。

　そこで、各中学校の校区ごとに答申書の概要や学校の現状などを説明する懇談会を開催しま

す。地域の皆さんのご意見やお考えをお聞きし、適正配置などの基本計画に反映させていく考

えです。皆さんの参加をお待ちしております。

○小中学校適正配置などについての地区懇談会　開催日程

区 域 日 時 場 所

1 常盤中学校区  ７月２９日（月）午後 7時～ 常盤地区公民館ホール

2 葛生中学校区  ７月３１日（水）午後 7時～ 葛生あくとプラザ小ホール

3 田沼西中学校区  ８月　１日（木）午後 7時～ 田沼中央公民館視聴覚室 1・2会議室

4 赤見中学校区  ８月　５日（月）午後 7時～ 赤見地区公民館ホール

5 吾妻中学校区  ８月　７日（水）午後 7時～ 吾妻地区公民館ホール

6 田沼東中学校区  ８月　８日（木）午後 7時～ 田沼中央公民館視聴覚室 1・2会議室

7 西中学校区  ８月１９日（月）午後 7時～ 佐野市中央公民館第 1・2会議室

8 北中学校区  ８月２１日（水）午後 7時～ 犬伏地区公民館ホール

9 城東中学校区  ８月２３日（金）午後 7時～ 城北地区公民館第 1～ 3会議室

10 南中学校区  ８月２６日（月）午後 7時～ 植野地区公民館ホール

市立小中学校の適正配置などについて　　

皆さんのご意見をお聞かせください  

～地区懇談会を開催します～
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児童生徒数はピーク時の半数に

　昭和５０年以降の佐野市の児童生徒数は、小学校では昭和５７年がピークで１２，１５８人、中

学校では昭和６１年がピークで６，２６９人でした。平成２５年５月現在、小学校では６，１８７人、

中学校では３，０２７人となっています。

　３０年間で児童生徒数がピーク時の約半数に減少しています。推計では今後さらに減少してい

くことが見込まれています。
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佐野市立小中学校適正配置等検討委員会

  酒井一博委員長（宇都宮大学教授）、津布久捨三郎副委員長（元田沼町教育長）をはじめ、有識

者２０人で組織された検討委員会は、平成２４年８月から計８回にわたる会議を開催しました。

児童生徒を取り巻く状況や地域の実情、社会情勢の動向などを考慮しつつ、次代を担う子どもた

ちに、より良い教育環境を提供していくためにどのような方法があるか、多方面から検討を行い、

答申書を提出しました。

○答申の主な項目

・標準規模を下回ることによる教育上の課題の整理・克服

・佐野市としての標準規模

・通学距離および通学時間などについて

・小中一貫教育と適正配置などの関連

・複式学級のある小学校の適正規模化を図る　など

※検討委員会の答申書などについての詳細は、市ホームページに掲載しています

　市ホームページ → 各課のページ → 教育総務部教育総務課

◎法令に規定する学校規模の標準

　学校教育法施行規則第４１条、第７９条より

　「小学校の学級数は１２学級以上１８学級以

　下を標準とする。ただし、地域の実態その他

　により特別の事情あるときは、この限りでな

　い」「第４１条は中学校に準用する」

◎複式学級

　小学校の場合、１年生を含む場合は、２個学

　年合わせて８人以下、２年生以上の時は１６

　人以下で複式学級を編制します。中学校の場

　合は、８人以下で、複式学級を編制します。

検討委員会の様子


